
島

村

抱

月

文

一害+-
コ工ミ

評

論

島
村
抱
月
は
、
四
十
八
年
に
満
た
ぬ
短
い
生
涯
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
美
学
者
、
評
論
家
、
新
劇
指
導
者
等
、
広
範
な
活
躍
を
し
た
。
文
芸
評
論

家
と
し
て
の
抱
月
は
、
近
代
文
学
を
語
る
上
で
避
け
る
と
と
の
で
き
な
い
自
然

主
義
の
理
論
的
支
柱
と
し
て
著
名
で
あ
る
。
抱
月
が
文
芸
評
論
に
最
も
力
を
注

ぎ
、
且
、
そ
れ
が
充
実
し
た
時
期
は
、
明
治
犯
年
9
月
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
を

終
え
帰
国
し
て
か
ら
、
代
表
的
文
芸
評
論
『
囚
は
れ
た
る
文
事
』
や
『
「
破
戒
」

を
評
す
』
『
「
蒲
闘
」
を
評
す
』
『
文
萎
上
の
自
然
主
義
』
か
ら
『
懐
疑
と
告
白
』

に
至
る
、
い
わ
ゆ
る
自
然
主
義
評
論
の
五
部
作
を
発
表
し
終
え
る
明
治
必
年
9

月
頃
ま
で
と
い
え
る
。

抱
月
が
留
学
し
た
の
は
、
明
治
お
年
3
月

t
初
年
9
月
で
あ
る
。
帰
国
後
、

m月
、
早
稲
田
大
学
文
学
科
講
師
と
な
り
、

一
方
で
、
東
京
日
日
新
聞
の
月
曜

附
録
を
主
宰
し
、
日
月
、
そ
の
東
宗
日
日
新
聞
に
『
知
是
文
事
』
を
発
表
し

た
。
後
に
自
然
主
義
理
論
の
第
一
人
者
と
な
る
抱
月
が
、
帰
国
直
後
は
自
然
主

義
に
対
し
否
定
的
で
、
神
秘
主
義
、
標
象
(
象
徴
)
主
義
、
宗
教
文
芸
の
提
唱

者
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
『
囚
は
れ
た
る
文
官
製
』
か
ら
よ
く
論
じ
ら
れ
る
。
乙
の

の

研
円h
yし

貧民

沢

美

京己

『
囚
は
れ
た
る
文
義
』
は
、
待
ち
に
待
た
れ
た
抱
月
が
帰
国
し
、
そ
し
て
彼
に

よ
っ
て
復
刊
さ
れ
た
「
早
稲
田
文
撃
」
の
巻
頭
を
飾
る
長
論
文
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
誰
れ
も
が
抱
月
帰
朝
第
一
声
と
し
て
注
目
し
た
。
し
か
し
、
当
時
の

抱
月
が
持
っ
て
い
た
文
芸
観
を
、
『
囚
は
れ
た
文
塾
』
に
偏
重
し
た
視
点
か
ら

論
じ
る
と
と
に
は
若
干
問
題
が
あ
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。

『
囚
は
れ
た
る
文
筆
』
の

「
附
記
」
に

わ
が
ナ
ポ
リ
の
沖
の
一
夜
の
膜
想
は
、
ダ
ン
テ
を
し
て
我
れ
に
情
趣
的
、

宗
教
的
の
二
一
語
を
語
ら
し
め
た
り
。
文
萎
の
舟
を
知
識
の
杭
よ
り
解
き
放

ち
、
情
趣
の
海
に
浮
ん
で
宗
教
の
岸
に
到
ら
し
め
よ
。
取
る
べ
き
針
路

は
、
哲
理
的
、
可
な
り
、
神
秘
的
、
可
な
り
、
標
象
的
、
可
な
り
、
は
た

自
然
的
、
可
な
り
、
寓
質
的
、
可
な
り
。
要
は
目
ざ
す
所
に
一
境
非
凡
の

も
の
、
人
を
し
て
、
胸
躍
ら
し
む
る
も
の
あ
る
に
止
ま
る
。

と
い
う
一
節
が
あ
る
。
宗
教
を
到
達
目
標
と
し
て
と
ら
え
、
そ
の
境
地
へ
と
文

芸
を
高
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
文
芸
が
と
る
手
段
は
、
情
趣
的
で
あ
り

さ
え
す
れ
ば
何
で
も
よ
い
。
主
義
は
関
わ
ぬ
、
と
い
う
と
と
で
あ
る
。
『
囚
は

-
t
I
F
-
-
'
Z
L是
〉
乙
長
ピ
E
'
コロこ
22
む
こ
と
を
、

『
知
是
文
革
古
』
を
理

ハUnD
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れ
た
る
文
事
』
を
全
体
的
に
み
る
と
、
神
秘

・
標
象
主
義
、
宗
教
文
芸
が
強
く

主
張
さ
れ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ζ

の
よ
う
な
唆
昧
な
結
び
を
も
っ
て

来
る
こ
と
に
よ
り
、
論
の
輪
郭
が
ぼ
や
け
て
し
ま
う
。
読
者
は
、
抱
月
が
最
も

強
く
訴
え
た
い
と
と
が
何
な
の
か
が
つ
か
め
な
い
。
文
中
頻
繁
に
出
て
く
る
、

宗
教
、
情
趣
、
哲
理
等
の
語
義
、
相
互
関
係
も
判
然
と
し
な
い
の
で
あ
る
。

『
囚
は
れ
た
る
文
義
』
が
発
表
さ
れ
た
の
は
、
明
治
犯
年
1
月
、
帰
国
以
降

そ
れ
ま
で
に
出
さ
れ
た
文
芸
評
論
は
、
明
治
初
年
日
月
、
東
京
日
日
新
聞
へ
発

表
の
『
如
是
文
筆
』
だ
け
と
い
っ
て
よ
く
、
し
か
も
と
れ
は
『
囚
は
れ
た
る
文

葱
』
で
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
、
宗
教
、

情
趣
、
哲
理
が
如
何
な
る
も
の

か
、
ま
た
、
文
芸
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
有
す
る
か
を
論
じ
よ
う
と
し
た
も
の

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
『
如
是
文
襲
』
の
延
長
線
上
に
存
在
す
る
の
が
『
囚
は
れ

た
る
文
事
』
と
い
っ
て
も
さ
し
っ
か
え
な
か
ろ
う
。

『
囚
は
れ
た
る
文
葱
』
に
は
、
二
つ
の
意
図
が
あ
る
。

一
つ
は
、

留
学
と
い

う
恩
恵
に
よ
っ
て
直
に
見
聞
し
学
ん
だ
西
洋
文
芸
思
潮
を
報
告
す
る
と
い
う
と

と
。
と
れ
は
抱
月
の
意
図
と
い
う
よ
り
、
留
学
と
い
う
特
典
を
与
え
て
く
れ
た

早
稲
田
大
学
へ
の
返
礼
で
あ
る
か
ら
義
務
に
近
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
一

種
、
公
開
講
座
の
よ
う
な
も
の
で
、
同
じ
よ
う
な
も
の
に
、
『
文
郵
思
潮
史
講

話
』
が
あ
る
。
『
囚
は
れ
た
る
文
葱
』
の
内
容
が
広
く
浅
い
の
は
、
と
の
た
め

で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
う
一
つ
は
、
ナ
ポ
リ
へ
寄
港
し
た
船
上
の
「
我
」
が
、

「
ヴ
ェ
ジ
ウ
ビ
ア
ス
の
火
」
か
ら
現
わ
れ
た

「
、
ダ
ン
テ
」
に
よ
っ
て
、
「
赤
き

道
」
(
感
情
)
と
「
畠
円
き
道
」
(
知
識
)
を
示
さ
れ
、
そ
の
道
を
時
代
を
追
っ
て

通
る
様
々
な
人
物
に
対
す
る
説
明
を
聞
く
、
と
い
う
構
成
と
、
正
宗
白
鳥
が

注
①
「
在
来
の
美
文
調
」
と
評
し
た
そ
の
文
章
。
と
れ
ら
か
ら
『
囚
は
れ
た
る
文
葱
』

自
体
、
神
秘
、
象
徴
主
義
の
文
学
作
品
た
ら
ん
と
と
を
、
『
如
是
文
答
』
を
理

論
と
す
れ
ば
、
『
囚
は
れ
た
る
文
答
』
は
実
践
を
意
図
し
た
の
で
は
な
い
か
。

『
如
是
文
事
』
と
『
囚
は
れ
た
る
文
塾
』
と
は
同
じ
よ
う
な
文
体
で
、
使
用
語

抑
止
も
い
く
つ
か
共
通
し
て
い
る
。
例
え
ば

「感
情
の
海
」
「
文
事
の
舟
」
な
ど

が
ど
ち
ら
に
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。
乙
の
よ
う
な
点
も
、
二
つ
の
論
が
個
々
独

立
し
た
も
の
で
な
く
、
関
連
あ
る
と
と
を
示
し
て
い
る
。

『
囚
は
れ
た
る
文
葱
』
の
末
に
『
放
た
れ
た
る
文
官
製
』
と
い
う
論
を
書
く
予

定
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
つ
い
に
書
か
れ
る
ζ

と
な
く
終
わ
っ
た
。
『
囚
は
れ
た

る
文
事
』
発
表
後
、
抱
月
の
関
心
が
、
徐
々
に
自
然
主
義
へ
と
移
っ
て
ゆ
く
か

ら
で
あ
る
。
帰
国
直
後
の
主
張
を
知
る
に
は
、
『
如
是
文
葱
』
『
囚
は
れ
た
る
文

塾』

ζ

の
二
論
を
置
い
て
考
え
ら
れ
な
い
。

本
稿
で
は
、
あ
ま
り
詳
し
く
論
じ
ら
れ
る
ζ

と
の
な
い
『
如
是
文
事
』
を
検

討
し
て
み
た
い
。

大

大

大

『
如
是
文
官
製
』
は
、
「
開
欄
の
僻
に
代
へ
て
」
「
文
襲
絶
封
」
「
文
義
と
宗
教
」

「
『
病
問
録
』
に
文
塾
を
見
る
」
と
「
秋
夜
放
談
H
」
「
秋
夜
放
談
口
」
の
六
部

か
ら
成
り
、
特
に
前
四
部
は
、
抱
月
が
持
つ
文
芸
観
の
理
論
づ
け
で
あ
る
と
い

え
る
。
で
は
ど
の
よ
う
な
内
容
で
あ
ろ
う
か
。

先
ず
、
文
芸
に
は
「
濁
歩
的
傾
向
と
相
乳
る
の
事
賃
」
が
有
り
、

社
舎
は
一
大
組
織
な
り
、
社
舎
は
即
ち
共
同
な
り
、
道
徳
は
畢
寛
共
同
的

生
存
を
全
う
す
る
の
道
に
外
な
ら
ず
。
文
筆
若
し
抜
群
濁
歩
を
標
梼
し
て

進
む
と
と
あ
ら
ば
、
社
舎
の
衆
俗
乙
れ
と
共
同
す
る
こ
と
能
は
ず
。
歩
調

乱
れ
、
秩
序
破
る
。
而
も
尚
一
位
舎
は
文
古
裂
を
し
て
其
の
欲
す
る
所
を
怒
に
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せ
し
む
る
の
量
あ
り
ゃ
。
是
の
如
く
問
ひ
来
ら
ば
、

一
般
の
答
は
極
め
て

簡
単
に
侯
ふ
ベ
し
、
日
は
く
、
否
文
塾
も
亦
枇
舎
内
に
存
立
す
る
の
一
現

象
な
れ
ば
な
り
と
。

こ
の
よ
う
に
社
会
と
、
社
会
を
維
持
す
る
道
徳
と
文
芸
と
の
相
互
関
係
を
述

べ
、
し
か
し
、
社
会
が
文
芸
に
圧
力
を
加
え
る
の
は
遺
憾
で
あ
る
と
し
、
洋
の

東
西
を
問
わ
ず
「
文
義
史
の
一
面
は
、
常
に
文
萎
封
枇
舎
の
宇
閲
」
で
あ
る
と

い
う
。
道
徳
の
根
本
命
題
は
「
存
在
」
(
ど
の
よ
う
に
社
会
が
変
化
し
て
も
人

間
は
社
会
と
い
う
範
中
で
存
立
す
る
も
の
、
と
い
う
乙
と
)
で
、
「
文
義
は
此

の
貼
に
干
し
て
無
類
紹
倫
た
り
」
と
論
じ
て
い
る。

「文
蓄
は
紹
封
」
で
あ
り
、

「
自
在
」
で
あ
っ
て
、
何
物
に
も
拘
束
さ
れ
な
い
、
と
い
う
文
芸
観
を
述
べ
て

い
る
の
で
あ
る
。

次
に
、

文
認
可
の
心
は
骨
回
さ
に
知
識
に
絡
す
ベ
し
。
知
識
の
時
間
挽
尽
く
る
所
、
千
波

高
波
た
Y
是
れ
感
情
の
海
に
し
て
、

一
帆
悦
惚
と
し
て
其
の
聞
に
去
来
す

る
も
の
は
、
文
慈
の
舟
な
り
。
舟
中
の
人
、
ま
た
陸
上
の
粉
々
と
相
関
せ

ず。文
慈
の
詮
議
は
感
情
に
し
て
、
知
識
の
之
れ
に
覆
被
せ
ら
れ
た
る
姿
は
、

件
の
如
し
。
而
し
て
道
徳
の
意
識
は
知
識
に
概
取
せ
ら
る
。
故
に
知
識
の

夜
は
る
』
時
は
、
道
徳
従
ひ
て
隠
る
。
文
婆
の
潮
湧
き
立
っ
と
き
、
道
徳

は
抗
み
た
る
岩
と
な
る
べ

し
。
文
塾
乃
ち
道
徳
に
超
す
る
な
り
。
員
の
文

婆
は
常
に
斯
く
の
如
く
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
是
れ
を
文
認
可
の
紹
封
債
と

稀
す
。
是
れ
に
封
嘗
し
て
、

文
襲
ま
た
相
封
債
を
有
す
。

と
、
文
芸
に
お
け
る
感
情
を

「紹
封
債
」
と
し
て
重
視
す
る

一
方
、
文
芸
に
は

他
に

「相
封
債
」
が
有
る
と
し
て
、
「
紹
封
債
」
た
る
感
情
と

「相
封
償
」
た

る
知
識

(道
徳
意
識
を
含
む
)
の
関
係
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

文
義
の
心
が
紹
釣
不
乱
の
状
に
あ
る
は
、
剃
那
的
な
り
。
動
々
、も
す
れ
ば

則
ち
醒
め
て
、
知
識
に
還
ら
ん
と
す
。
前
の
瞬
時
に
於
い
て
、
紹
封
無
類

の
妙
恰
悦
に
耽
り
し
も
の
も
、
後
の
瞬
間
は
、
早
く
巳
に
之
れ
を
提
出
し

て
知
量
の
題
目
と
な
さ
ん
と
す
る
な
り
。
文
町
裂
が
賞
然
の
意
味
に
於
い

て
、
道
徳
の
狙
上
に
来
た
る
の
端
は
ζ

h

に
あ
り
。
た
Y
此
の
貼
に
於
い

て
の
み
文
惑
と
道
徳
と
は
相
交
渉
す
べ

し
。
否
、

事
賓
と
し
て
は
、
此
の

と
き
既
に
、
文
蓄
が
其
の
妙
相
を
脱
し
た
る
な
り
。
文
慈
の
妙
相
を
脱
し

た
る
が
故
に
、
や
が
て
道
徳
の
範
園
に
入
れ
る
な
り
。

文
芸
に
お
い
て
感
情
を
重
ん
じ
、
感
情
は
知
識
に
超
越
す
る
と
し
な
が
ら
も
、

知
識
を
否
定
し
去
る
の
で
は
な
く
、
文
芸
に
知
識
が
ど
う
生
か
さ
れ
、
か
か
わ

る
か
を
ち
ゃ
ん
と
用
意
す
る
と
こ
ろ
に
抱
月
の
論
を
は
乙
ぷ
上
で
の
周
到
さ
が

窺
え
る
。
こ
の
よ
う
な
点
を
吉
田
精
一
氏
は
、

注
②
抱
月
は
樗
牛
の
よ
う
に
大
胆
な
問
題
提
供
者
で
は
な
い
。
慎
重
な
解
釈
者

で
あ
っ
て
も
創
造
的
な
思
想
家
で
は
な
い
。
だ
か
ら
揚
げ
足
を
と
ら
れ
な

い
よ
う
に
周
到
な
用
意
を
忘
れ
な
い
。

と
い
い
、
抱
月
を
問
題
提
供
者
で
な
く
、
問
題
説
明
者
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

つ
づ
い
て
、
文
芸
の
「
紹
劉
的
状
態
」
か
ら
知
識
に
心
限
を
転
じ
る
時
、

或
る
者
は
直
ち
に
般
質
真
偽
の
意
識
に
入
る
。
文
惑
が
科
墜
に
よ
り
て
征

せ
ら
る
L

な
り
。
ま
た
或
る
者
は
翻
っ
て
善
悪
利
害
の
意
識
に
入
る
。
文

婆
が
日
常
の
道
徳
に
よ
り
て
征
せ
ら
る
h

な
り
。
斯
く
の
如
き
は
凡
て
文

惑
の
外
道
た
り
。
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道
徳
の
範
中
を
一
歩
も
出
な
い
文
芸
を
価
値
の
低
い
も
の
と
し
、
文
芸
の
独
立

を
説
く
こ
と
は
、
治
迄
の
『
小
説
紳
髄
』
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
注
目
す
べ

き
は

「文
葱
が
科
撃
に
よ
り
て
征
せ
ら
る
』
な
り
。
」
と
い
う
、
西
洋
自
然
主

義
、
殊
に
『
実
験
小
説
諭
』
に
み
ら
れ
る
ゾ
ラ
の
科
学
的
な
立
ち
場
を
「
外

道
」
と
考
え
て
い
る
ζ

と
で
あ
る
。
文
中
に
は
自
然
主
義
や
ゾ
ラ
と
い
う
語
は

出
て
い
な
い
が
、
『
囚
は
れ
た
る
文
襲
』
に
お
い
て
は
科
学
と
い
う
語
を
、
ゾ

ラ
を
代
表
と
す
る
自
然
主
義
の
陥
る
弊
と
し
て
使
用
し
て
い
る
乙
と
か
ら
、
自

然
主
義
、
特
に
ゾ
ラ
イ
ズ
ム
と
考
え
て
さ
し
っ
か
え
な
い
。

動
善
乃
至
合
善
と
い
ふ
名
に
よ
り
て
僅
か
に
允
可
せ
ら
る
』
も
の
、
九ん山

至
異
と
い
ふ
名
に
よ
り
て
僅
か
に
存
立
し
得
る
も
の
、
是
等
は
畢
寛
寄
生

文
筆
た
る
を
菟
れ
ざ
る
が
故
に
、
相
針
債
に
於
い
て
、
其
の
位
甚
だ
低
し
。

自
然
主
義
が
目
標
と
す
る
真
実
と
い
う
も
の
に
対
し
、
文
芸
の
相
対
的
な
価
値

に
お
い
て
さ
え
も
低
い
も
の
で
あ
る
と
見
倣
し
て
い
る
。
乙
れ
は
、
美
学
者
抱

月
が
主
に
情
か
ら
成
る
美
と
い
う
も
の
に
主
眼
を
置
き
、
知
か
ら
成
る
真
実
と

い
う
も
の
を
従
と
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
美
と
真
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

後
、
自
然
主
義
を
理
論
づ
け
る
上
で
苦
心
す
る
所
で
あ
る
。
以
上
で
抱
月
は
、

道
徳
や
科
学
な
ど
の
知
識
に
拘
束
さ
れ
る
と
考
え
る
文
芸
の
説
明
を
終
え
、
一

段
高
い
価
値
を
有
す
る
文
芸
へ
と
論
を
移
す
。

事
象
に
帰
趨
あ
り
、
思
想
に
根
底
あ
る
と
き
は
、
紹
封
的
意
識
一
た
び
破

る
h

も
、
心
は
善
悪
に
燭
れ
ず
、
仮
質
に
滞
ら
ず
し
て
直
ち
に
一
層
高
遠

の
慮
に
遊
ぶ
。
之
れ
を
哲
理
的
、
際
恕
的
の
文
塾
と
呼
ば
ん
か
。

乙
の
種
の
文
芸
は
科
学
的
意
識
を
持
つ
文
芸
よ
り
「
空
想
的
ま
た
感
情
的
」

で
あ
り
、
文
芸
の
絶
対
価
で
あ
る
感
情
へ
と
戻
る
た
め
に
相
対
価
の
高
い
文
芸

だ
、
と
規
定
す
る
。
し
か
し
、
哲
理
も
科
学
で
あ
り
、
感
情
を
失
し
知
識
に
征

せ
ら
れ
る
。
そ
乙
で
哲
学
が
必
要
に
な
る
と
い
う
。
哲
学
と
い
う
も
の
は
知
識

で
説
明
で
き
な
い
も
の
に
対
し
、
「
限
想
的
」
に
な
る
か
ら
だ
、
と
い
う
。

事
象
の
奥
に
、
畑
然
と
し
て
何
物
か
の
大
動
す
る
を
示
せ
ば
可
、
や
が
て

哲
撃
を
も
超
す
る
な
り
。
弦
に
至
り
て
、
文
葱
は
直
ち
に
宗
教
の
意
識
に

援
す
。

相
対
価
の
高
い
哲
理
的
文
芸
も
哲
学
を
擁
し
て
膜
想
的
境
地
へ
と
行
き
つ
く
の

み
で
、
際
想
的
と
い
う
の
は
前
後
の
関
係
か
ら
相
対
的
状
態
で
あ
る
と
恩
わ
れ

る
。
乙
と
ま
で
は
相
対
価
の
一
品
い
文
芸
に
つ
い
て
の
説
明
で
あ
る
。
そ
れ
を
超

越
し
た
所
に
文
芸
の
究
極
で
あ
る
絶
対
的
状
態
が
あ
り
、
ζ

れ
は
宗
教
の
意
識

と
つ
な
が
る
と
い
う
。

ζ

の
自
論
を
綱
島
梁
川
の
『
病
問
録
』
で
具
体
的
に
説

明
し
よ
う
と
試
み
る
。

『
病
問
銭
』
「
見
紳
の
貫
録
」
の
一

節
を
引
き
、
こ
れ
に
表
わ
さ
れ
た
境
地
を
、

我
の
庚
大
の
感
な
り
、
我
の
光
耀
の
感
な
り
、
我
が
紹
封
に
抱
和
す
る
の

感
な
り
。
一
言
に
て
蜜
さ
ば
、
紹
封
的
倹
染
の
境
に
あ
る
の
我
れ
を
、
自

ら
客
観
に
提
起
し
て
、
形
容
し
た
る
の
名
た
る
べ
く
候
。
す
な
は
ち
、
文

ママ

事
と
宗
教
と
、
名
は
異
な
り
と
い
へ
ど
も
、
其
の
指
す
と
と
ろ
の
三
昧
は

一
の
み
。

と
い
い
、
絶
対
的
状
態
は
文
芸
も
宗
教
も
同
一
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
で
は

な
ぜ
、

一
方
は
文
芸
と
よ
ば
れ
、
一
方
は
宗
教
と
名
づ
け
ら
れ
た
か
と
い
う

と
、
文
芸
は
事
象
を
介
在
し
て
絶
対
的
状
態
へ
入
り
、
宗
教
は
絶
対
的
状
態
へ

入
る
の
に
何
物
を
も
介
さ
な
い
と
い
う
ち
が
い
に
よ
る
と
い
う
。

宗
教
は
事
象
を
抜
き
去
り
た
る
の
文
誌
な
り
。
文
事
は
他
県
政
の
宗
教
に
し
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て、

宗
数
は
自
費
の
文
義
な
り
と
申
す
べ
し
。

文
芸
の
中
で
も
音
楽
は
、
音
と
い
う
介
在
物
は
有
す
る
が
最
も
宗
教
に
近
く
、

「事
象
無
き
文
塾
は
宗
教
に
迫
る
の
詮
に
侯
は
ず
や
。
」
と
い
う
と
と
に
な
る
。

こ
れ
に
対
し
、
聖
書
、
経
文
、
宗
教
に
関
す
る
建
造
物
、
宗
教
行
事
な
ど
は
、

「事
象
無
か
る
べ
き
宗
教
若
し
事
象
を
着
け
来
た
る
時
は
、
弦
に
宗
教
は
文
墾

と
化
す
。
」
と
な
る
と
い
う
。

こ
ζ

ま
で
を
図
式
化
す
る
と
、

図
文
て臼ご

τE 

相 絶
対一対
価相価

|員|
知係感
識を↑青
有
す

図
2 

神
リ
宗
教
の
意
識

知
識
を
絶
す
H
感
情

;目ご日

図
3
文
芸
• 
-
E
川
状
態
一

↓
 

宗
教

と
な
り
、
論
理
展
開
に
さ
ほ
ど
疑
問
は
な
い
。

る。

問
題
は
次
の
結
論
部
分
で
あ

④
夫
れ
文
惑
の
心
が
、
紹
封
状
態
よ
り
、
降
っ
て
相
封
的
す
な
は
ち
知
識

思
量
の
墳
に
踊
る
と
き
は
、
其
の
事
象
の
路
を
辿
り
て
、
或
は
哲
理
的
膜

想
に
入
り
て
再
び
絶
封
に
還
淡
し
、
或
は
事
貧
を
迫
ひ
て
道
徳
的
商
量
に

入
る
。

是
れ
文
護
に
相
封
債
の
生
ず
る
所
以
と
は
、
前
衆
し
ば
/¥
論
ぜ

し
所
に
候。

7

マ

⑤
然
る
に
我
等
が
宗
教
の

コ
ン、ヴ
l
ジ
ョ
ン
若
く
は
エ
ク
ス
タ
シ
ー
の
感

よ
り
、

一
旦
卒
常
紋
態
に
蹄
還
す
る
に
あ
た
り
で
は
、
其
の
慮
に
事
象
の

確
と
し
て
尋
ぬ
ぺ
き
な
し
。
而
も
我
等
の
知
識
的
要
求
は
、
確
た
る
も
の

な
き
所
に
、
確
た
る
も
の
を
得
ん
と
し
て
休
ま
ず
。
遂
に
其
の
絶
封
の
感

情
そ
の
も
の
を
知
識
の
手
に
掴
み
て
、
之
れ
に
名
を
附
し
、
之
れ
に
商
量

を
加
ふ
。
日
く
、
此
の
紹
封
不
可
思
議
の
も
の
何
れ
に
あ
り
て
、
而
し
て

如
何
の
関
係
を
我
れ
と
相
有
す
る
か
と
。

而
し
て
斯
く
の
如
き
思
議
に
封

し
て
、
固
定
れ
客
観
に
何
物
か
の
紹
大
な
る
も
の
あ
る
な
り
と
答
へ
得
る
の

性
格
者
は
、
之
れ
に
驚
惇
を
感
じ
、
喜
悦
を
感
ず
。
是
等
は
畢
寛
文
芸
若

し
く
は
宗
教
の
紹
封
的
瞬
間
に
緩
い
て
生
ず
る
、
第
二
の
天
地
に
候
。
此

の
第
二
の
天
地
と
、
第

一
の
天
地
と
結
合
致
す
と
き
、
葱
に
文
芸
の
絶
封

感
は
相
封
債
す
な
は
ち
道
徳
債
の
保
詮
を
得
て
、
貫
生
活
を
内
容
と
す
る

一
種
特
殊
の
現
象
と
相
成
り
申
す
ベ
し
。
目
疋
れ
宗
教
に
候
は
ず
や
。

⑥
要
す
る
に
文
義
の
紹
釣
的
感
情
そ
の
も
の
に
、
直
ち
に
相
封
的
思
議
を

加
へ
て
、
而
し
て
再
び
文
裂
に
入
ら
ず
、
ま
た
日
常
道
徳
乃
至
科
墜
に
入

ら
ず
。
雨
者
を
拐
し
て
、
申
さ
ば
貫
質
あ
る
文
義
を
作
す
も
の
宗
教
に
侯
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ふ
べ
し
。
(
番
号
は
便
宜
上
筆
者
付
す
)

ζ

れ
を
順
次
説
明
す
る
。

図
一一石つ 4

-
H
事
象

対

状

態

図
4
は
、
「
文
事
に
相
封
債
の
生
ず
る
所
以
」

で

「前
来
し
ば

f
k論
ぜ
し

所
」
と
片
付
け
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ま
で
の
論
説
と
噛
み
合
わ
ぬ

所
が
あ
る
。

文
萎
の
心
が
、
紹
封
的
状
態
よ
り
、
降
っ
て
相
封
的
す
な
は
ち
知
識
思
量

の
境
に
跨
る
と
き
は
、
其
の
事
象
の
路
を
辿
り
て
、
或
は
哲
理
的
膜
想
に

入
り
て
再
び
紹
封
に
還
波
し

哲
理
的
限
想
か
ら
、
又
、
絶
対
状
態
に
戻
る
と
い
う
こ
と
を
当
然
の
よ
う
に
論

じ
て
い
る
。
図
2
+
図
3
H
図
4

と
い
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
確
か
に
、

図
2
に
相
当
す
る
所
で
、
哲
理
的
際
想
的
文
芸
は
、
同
じ
く
相
対
価
を
有
す
る

科
学
的
文
芸
よ
り
も
、
空
想
的
、
感
情
的
で
あ
る
た
め
、
「
其
の
我
れ
を
得
て

再
び
絶
封
感
情
の
堂
に
陛
ら
し
む
る
の
容
易
」
で
、
と
の
よ
う
な
文
芸
は
、

「
一
た
び
知
識
に
堕
し
て
更
に
解
脱
す
る
が
故
に
、
感
銘
長
く
、
興
趣
登
き
」

な
い
が
た
め
相
対
価
が
高
い
と
し
て
い
る
。
が
、
哲
理
も
科
学
に
連
続
す
る
も

の
で
あ
る
か
ら
、
や
や
も
す
る
と
、
「
再
び
知
識
に
征
せ
ら
る
』
」
の
で
、
と

の
種
の
文
芸
は
哲
学
的
に
な
る
と
い
う
。
そ
の
哲
学
も
、
「
説
明
す
る
と
と
能

は
ざ
る
も
の
を
捉
へ
て
、
た
だ
膜
想
的
な
れ
ば
、
則
ち
足
る
。
」
(
傍
点
筆
者
)

哲
理
的
文
芸
が
哲
学
の
助
け
を
借
り
て
到
達
す
る
究
極
は
膜
想
的
境
地
で
あ
る

と
い
う
。
ゆ
え
に
抱
月
は
、
哲
理
的
、
限
想
的
文
芸
と
い
う
名
を
冠
し
た
の

だ
。
次
に
、
「
事
象
の
奥
に
、
畑
然
と
し
て
何
物
か
の
大
動
す
る
を
示
せ
ば
可
。

や
が
て
哲
学
を
も
超
す
る
な
り
。
葱
に
至
り
て
、
文
惑
は
直
ち
に
宗
教
の
意
識

に
接
す
」
(
傍
点
筆
者
)
と
論
を
は
と
ぷ
。
哲
学
を
越
え
て
は
じ
め
て
宗
教
意

識
へ
接
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
も
、
哲
理
的
文
芸
の
行
き
つ
く
膜
想
的
な
る
境

地
と
、
「
宗
教
の
意
識
」
と
に
一
線
を
画
し
て
い
る
と
と
が
わ
か
る
。
膜
想
的

と
は
相
対
状
態
で
あ
り
、
宗
教
の
意
識
と
は
絶
対
状
態
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
厳
密
に
い
え
ば
、

「哲
理
的
膜
想
に
入
り
て
再
び
紹
針
に
還
波
」
す
る

と
い
う
図
4
の
理
論
は
成
立
し
な
い
の
で
は
な
い
か
。
「
事
買
を
迫
ひ
て
道
徳

商
量
」
へ
と
入
り
、
再
び
絶
対
状
態
に
も
ど
る
と
と
の
な
い
科
学
的
、
道
徳
的

文
芸
と
同
じ
く
、

一
度
哲
理
的
相
対
価
を
も
っ
た
文
芸
は
、
哲
学
に
依
っ
て
膜

想
的
境
地
に
入
る
の
み
で
あ
っ
て
、
一
線
を
越
え
絶
対
状
態
(
宗
教
の
意
識
)

に
帰
る
こ
と
は
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。
も
し
、
絶
対
状
態
へ
帰
る
と
い
う
の

な
ら
、
そ
の
聞
の
説
明
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
わ
ざ
わ
ざ
、
絶
対
状

。。
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態
H
宗
教
の
意
識
、
と
す
る
と
と
に
対
し
て
も
疑
問
が
湧
く
。
こ
う
す
る
と
と

に
よ
っ
て
、
膜
想
的
境
地
と
絶
対
状
態
に

一
線
が
画
さ
れ
る
か
ら
で
、
宗
教
の

意
識
な
ど
も
っ
て
来
ず
、
膜
想
的
境
地
も
絶
対
状
態
に
含
有
さ
せ
れ
ば
、
哲
理

的
文
芸
が
絶
対
状
態
へ
と
帰
る
と
と
に
な
る
か
ら
、
な
ん
と
か
前
後
の
辻
棲
が

合
う
。
な
ぜ
宗
教
を
持
ち
出
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。

語
紫
の
使
用
法
に
も
疑
問
が
あ
る
。
哲
理
と
哲
学
は
ど
う
ち
が
う
の
で
あ
ろ

う
か
。
な
ぜ
哲
理
的
文
芸
が
哲
学
に
よ
っ
て
膜
想
的
境
地
へ
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ

の
か
、
哲
理
と
は
哲
蛍
L
占
の
道
理
、
人
生
に
つ
い
て
の
奥
深
い
道
理
、
で
哲
学

を
含
有
し
て
い
る
。
哲
理
と
哲
学
を
使
い
分
け
る
理
由
も
何
ら
記
さ
れ
て
い
な

「廿
F
m山
一
事
あ
ふ
帥
ゆ
ら
山
め
い
ず
い
、
、
或
は
哲
理
的
限
想
に
入
り
て
再
び
絶
封
に
還

波
」
(
傍
点
、筆
者
)
す
る
と
い
う
が
、
傍
点
の
部
分
、「
文
事
の
心
」
が
絶
対
状

態
か
ら
相
対
状
態

へ
と
一
民
る
時
、
事
象
を
介
在
さ
せ
る
、
と
い
う
ζ

と
が
、

ζ

と
に
お
い
て
突
如
と
し
て
出
て
来
る
の
で
あ
る
。
「
事
象
の
上
に
紹
針
無
類
の

妙
悦
を
織
り
成
す
も
の
は
文
塾
」
で
あ
り
、
「
事
乃
至
は
根
擦
を
要
せ
ず
」
絶

対
状
態
へ
入
る
も
の
が
宗
教
で
あ
る
、
と
い
う
説
明
は
な
さ
れ
て
い
る
が
、
乙

れ
は
絶
対
状
態
へ
到
る
ま
で
の
道
筋
説
明
で
あ
っ
て
、
文
芸
が
絶
対
状
態
か
ら

相
対
状
態
に
戻
る
時
、
「
事
象
の
路
を
辿
る
」
と
い
う
と
と
と
は
別
問
題
で
あ

る
。
そ
れ
に
、
絶
対
状
態
へ
到
る
た
め
に
介
在
す
る
事
象
と
、
絶
対
状
態
か
ら

相
対
状
態
へ
と
戻
る
と
き
介
在
す
る
事
象
が
、
同
一
の
事
象
か
、
異
っ
た
事
象

か
と
い
う
こ
と
も
わ
か
ら
な
い
。
乙
と
で
は
、
図
4
に
対
し
図
ど
と
い
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

図
4' 文

相

せ士
τr;: 

① 「一-
S色

対咋←
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状

図
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教

平
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状
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図
4
、
図
ど
で
説
明
し
た
よ
う
な
矛
盾
の
上
に
成
り
立
つ
図
5
は
、
更
に
混

マ
7

乱
を
来
た
し
て
い
る
。
「
宗
教
の
コ
ン
ヴ
l
シ
ョ
ン
若
く
は
エ
ク
ス
タ
シ
ー
の

感
」
と
い
う
の
は
、
「
卒
常
状
態
」

に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
絶
対
状

態
の
謂
で
あ
ろ
う
。
あ
と
の
結
論
部
分
で
は
、
「
紹
封
感
は

一
な
り
」
と
明
言

マ
7

さ
れ
て
い
る
。
と
い
う
と
と
は
、
「
宗
教
の
コ
ン
ヴ
l
ジ
ョ
ン
若
く
は
エ
ク
ス

タ
シ
ー
の
感
」
と
、
わ
ざ
わ
ざ

「宗
教
の
」
と
限
定
し
て
し
ま
う
表
現
は
適
切

な
表
現
と
は
言
い
難
い
。
ま
る
で
、
宗
教
に
は
宗
教
の
、
文
芸
に
は
文
芸
の
絶

対
状
態
が
存
在
す
る
か
の
よ
う
に
受
け
と
ら
れ
る
。
こ
ζ

は
、
宗
教
的
立
場
か

ら
事
象
を
介
在
せ
ず
絶
対
状
態
(
コ
ン
ヴ
1
ジ
ョ
ン
、
エ

ク
ス
タ
シ
ー
の
感
)

に
入
り
、
一

日一
、
そ
の
状
態
か
ら
脱
し
平
常
状
態
に
帰
還
す
る
、
と
い
う
と
と

で
は
な
い
か
。

「
宗
教
の
」
絶
対
状
態
か
ら
平
常
状
態
に
帰
る
。
そ
し
て
、
相
対
価
(
知
識
)

で
も
っ
て
絶
対
状
態
そ
の
も
の
を
思
議
し
、
そ
れ
が
思
議
を
超
越
し
た
も
の
で

あ
る
、
と
答
え
得
る
人
が
、
驚
博
・
喜
悦
を
感
じ
、
と
の
驚
惇

・
喜
悦
の
感
が

第
二
の
天
地
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

文
葱
の
心
が
紹
封
的
状
態
よ
り
、
降
っ
て
相
封
的
す
な
は
ち
知
識
思
量
の

墳
に
踊
る
と
き
は
、
其
の
事
象
の
路
を
辿
り
て
、
或
は
哲
理
的
膜
想
に
入

り
て
再
び
絶
叫
到
に
遼
淡

図
4
に
お
け
る
矛
盾
点
で
あ
る
が
、
今
仮
に
、
ζ

の
一
文
を
肯
定
す
る
な
ら

ば
、
文
義
の
心
は
、
絶
対
状
態
か
ら
相
対
状
態
に
戻
り
、
膜
想
の
境
地
か
ら
再

び
絶
対
状
態
に
帰
る
と
い
う
ζ

と
に
な
る
。
一
方
、
宗
教
の
心
は
、
驚
惇

・
喜

悦
の
第
二
天
地
へ
入
り
、
絶
対
状
態
へ
は
戻
ら
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
単

に
事
象
が
介
在
し
て
い
る
か
、
否
か
、
の
差
で
、
行
き
つ
く
所
が
異
な
る
と
い

う
の
も
納
得
が
ゆ
か
な
い
。
説
明
が
全
く
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

驚
惇
・
喜
悦
を
第
二
天
地
と
し
て
い
る
が
、
で
は
第
一
天
地
と
は
何
を
指
す

の
か
。
第
二
の
天
地
と
、
第

一
の
天
地
と
結
合
致
す
と
き
、
弦
に
文
慈
の
紹
封
感

は
相
封
償
す
な
は
ち
道
徳
債
の
保
詮
を
得
て
、
食
生
活
を
内
容
と
す
る
一

種
特
殊
の
現
象
と
相
成
り
申
す
ベ
し
。
是
れ
宗
教
に
候
は
ず
や
。

第
二
天
地
は
相
対
状
態
を
経
て
到
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
「
相
封
債
す
な
は
ち

道
徳
債
の
保
詮
を
得
」
る
も
の
が
第
二
天
地
と
考
え
ら
れ
る
。

「第
二
の
天
地

と
、
第
一
の
天
地
と
結
合
」
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
「
相
封
債
す
な
は

ち
道
徳
債
の
保
詮
」
と
結
合
す
る
、
「
文
事
の
紹
封
感
」
が
第
一
天
地
で
あ
る

と
考
え
得
る
。
「
一
種
特
殊
の
現
象
」
が
宗
教
で
、
第
一
天
地
た
る
絶
対
状
態

(
絶
対
感
)
は
、
前
に
、「
た
Y
国
具
な
り
、
微
妙
な
り
、
幽
玄
な
り
」
で
あ
る

と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
第
二
天
地
は
、
鴛
惇

・
喜
悦
の
念
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

第
一
天
地
+
第
二
天
地
H
一
種
特
殊
の
現
象
と
い
う
の
は
、
八
円
具

・
微
妙

・
幽
玄
〉
+
〈
驚
惇

・
喜
悦
〉
H
〈
宗
教
〉
と
い
う
ふ
う
に
置
き
換
え
ら
れ

る
。
図
4
の
説
明
の
所
で
絶
対
状
態
H
宗
教
と
す
る
こ
と
に
疑
問
を
呈
し

て
お
い
た
。
仮
に
こ
れ
を
是
認
す
る
と
す
る
。
〈
第
一
天
地
絶
対
状
態
円

具
微
妙
幽
玄
〉
を
A
と
す
る
。
〈
第
二
天
地
驚
博
喜
悦
〉
を
B
と
す

る
。
八

一
種
特
殊
の
現
象
宗
教
〉
を
C
と
す
る
と
、
A
+
B
H
C
と
い
う

式
が
成
立
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
絶
対
状
態
H
宗
教
一
種
特
殊
の
現
象
H
宗
教

で
あ
る
と
す
る
と
と
に
よ
り
、
A
H
C

と
い
う
妙
な
と
と
が
お
と
る
。
抽
象

的
な
も
の
す
べ
て
を
宗
教
と
い
う
言
葉
で
片
付
け
て
し
ま
っ
た
た
め
、
ζ

の
よ

う
な
結
果
を
招
い
た
の
で
あ
る
。
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7

7
 

「宗
教
の

コ
ン
ヴ
l
ジ
ョ

ン
若
く
は
エ
ク
ス
タ
ジ
l
の
感
」

「文
葱
若
し
く
は

宗
教
の
絶
対
的
瞬
間
」

「蕊
に
文
官
製
の
絶
対
感
は
」
(
傍
点
筆
者
)
傍
点
の
箇
所

が
、
こ
れ
か
ら
説
明
す
る
矛
盾
の
キ
1

・
ヮ
1
ド
で
あ
る
。
驚
樗

・
喜
悦
の
感

マ
マ

へは、

「宗
教
の
コ
ン
ヴ
l
ジ
ョ
ン
若
く
は
エ
ク
ス
タ
シ
ー
の
感
」
か
ら
相
対

状
態
を
経
て
到
達
す
る
の
だ
と
し
て
い
る
。
抱
月
は
、
わ
ざ
わ
ざ
「
宗
教
の
」

と
こ
と
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
図
5
の
所
で
説
明
し
た
よ
う
に
、
「
コ
ン
ヴ

7

7

 

1
シ
ョ
ン
若
く
は
エ
ク
ス
タ
シ
ー
の
感
」
と
い
う
の
は
絶
対
状
態
と
考
え
ら

れ
、
絶
対
状
態
は
文
芸
も
宗
教
も
同
一
で
あ
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
乙
乙

で
、
「
宗
教
の
」
と
限
定
す
る
こ
と
は
、
文
芸
と
宗
教
に
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の

絶
対
状
態
が
存
在
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
「
文
事
若
し
く
は
宗
教

の
紹
封
的
瞬
間
」
と
、
再
び
同

一
へ
と
戻
る
。
そ
し
て
結
び
は
、
「
文
惑
の
紹

封
感
は
」
と
、
ま
た
し
て
も
、
文
芸
と
宗
教
の
絶
対
状
態
は
分
化
し
て
し
ま

う。

ζ

乙
で
も
う
一
つ
重
要
な
点
は
、
「
宗
教
の
」
絶
対
状
態
か
ら
、
驚四百

・

喜
悦
の
感
へ
到
っ
た
は
ず
で
あ
る
の
に
、
「
文
義
若
し
く
は
宗
教
の
紹
封
的
瞬

間
に
績
く
」
と
い
う
一
文
で
、
「
文
惑
の
絶
対
感
」
は

三

種
特
殊
の
現
象
」

と
な
る
、
と
さ
れ
て
し
ま
う
と
と
で
あ
る
。
宗
教
の
紹
封
状
態
の
み
か
ら
入
り

得
る
、
驚
侍

・
喜
悦
の
感
(
第
二
天
地
)
と
、
絶
対
状
態
(
第
一
天
地
)
と
を

結
合
さ
せ
て
は
じ
め
て
形
成
さ
れ
る
、
「

一
連
特
殊
の
現
象
」
を
文
芸
へ
あ
て

は
め
て
し
ま
う
。
文
芸
で
は
到
達
で
き
な
い
、
驚
樗

・
喜
悦
の
感
で
あ
る
「
第

二
の
天
地
」
が
、
な
ぜ
、
「
文
事
の
紹
封
感
」
と
結
合
し
、
「

一
種
特
殊
の
現

象
な
ど
に
な
る
の
か
、
解
釈
で
き
な
い
。
宗
教
と
文
芸
と
い
う
語
を
巧
み
に
す

り
か
え
た
に
す
ぎ
な
い
。

図
6一
ィ
対
的
感
情
]
+
[
相
対
的
思
議
一
丁
(
実
質
あ
る
文
芸
宗
教
]

図
6
は
結
論
で
あ
る
が
、
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
な
、
説
明
不
足
、
矛
盾
、

言
葉
の
す
り
か
え
等
々
の
上
に
成
り
立
っ
た
め
、
説
明
困
難
で
あ
る
。

『
秋
夜
放
談
付
』
『
秋
夜
放
談
同
』
は
、
『
如
是
文
葱
』
一
部
で
あ
り
、
補
足

で
あ
っ
て
、
「客
」
と

「主
人
」
と
の
問
答
と
い
う
形
式
で
綴
ら
れ
て
い
る
。

『
秋
夜
放
談
付
』
で
は
、
『
如
是
文
萎
』
が
、
「
晦
渋
空
疎
で
分
か
ら
な
い
、

哲
率
的
犠
語
だ
」
と
い
う
評
に
対
し
、

文
み
づ
か
ら
が
晦
溢
だ
と
云
ふ
評
は
、
失
趨
な
が
ら
嘗
ツ
て
居
な
い
と
信

じ
ま
す
。
分
か
ら
な
い
の
は
思
想
の
せ
い
で
せ
う
。
思
想
が
分
か
ら
な
い

と
い
ふ
の
な
ら
致
方
も
無
い
。
分
か
る
人
に
は
分
か
り
ま
せ
う
。
分
か
ら

な
い
と
言
ツ
て
も
、
あ
ん
な
も
の
は
、
讃
者
に
漠
然
た
る
省
察
心
を
起
乙

き
す
れ
ば
、
其
れ
だ
け
で
も
よ
い
の
で
す
。
文
章
と
し
て
は
あ
れ
だ
け
の

範
囲
で
言
へ
る
だ
け
の
事
は
言
ツ
た
つ
も
り
で
す
か
ら
、
あ
の
思
想
を
あ

の
長
さ
で
、
一

層
有
力
明
確
に
書
き
現
は
す
と
と
が
出
来
る
と
い
ふ
の
な

ら
、
行
ツ
て
見
せ
て
貰
ひ
た
い
。
ま
た
空
疎
と
い
ふ
乙
と
が
、
若
し
引
例

な
ど
が
無
く
て
具
象
し
て
ゐ
な
い
と
い
ふ
の
で
あ
ら
ば
、
そ
れ
は
事
質
で

あ
ら
う
が
、
無
理
の
註
文
で
せ
う
。
若
し
ま
た
例
の
外
国
の
オ
l
ソ
ナ
リ

ー
ス
が
奉
げ
て
無
い
と
い
ふ
感
じ
な
ら
、
構
ひ
ま
せ
ん
。
外
園
の
オ
l
ソ

リ
チ
l
ス
の
受
賢
よ
り
外
、
サ
ブ
ス
タ
ン
ジ
ア
ル
な
信
滋
す
べ
き
議
論
は

無
い
と
考
へ
る
な
ど
は
、
悪
い
癖
で
せ
う
。
何
ぜ
議
論
の
是
非
は
議
論
そ

ぞ
い
の
に
就
い
て
断
ぜ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
か
。
其
の
他
哲
撃
的
瞳
語
な

- 88ー

Osaka Shoin Women's University Repository



の
も
ふ
評
は
、
理
由
な
く
し
て
放
つ
悪
篤
に
近
い
、

無
稽
で
せ
う
。

と
い
う
。

と
の
一
文
を
哀
が
え
し
て
言
う
と
、
抱
月
は
自
身
の
思
想
を
、
あ
の

制
限
さ
れ
た
文
中
で
、
最
も
有
効
、
且
つ
、
明
確
に
書
き
、
そ
れ
を
具
体
的
に

表
現
す
る
と
と
は
、
長
さ
が
制
限
さ
れ
て
い
る
た
め
か
、
そ
の
思
想
が
具
象
化

不
可
能
な
た
め
か
、
兎
に
角
、
無
理
で
あ
っ
て
、

『如
是
文
義
』
は
、
本
質
的

な
信
滋
で
き
る
論
だ
、
と
い
う
ζ

と
に
な
ろ
う
。
抱
月
が
『
如
是
文
蕃
』
に
対

し
持
つ
自
信
の
程
を
窺
う
乙
と
が
で
き
る
。
確
か
に
、
「
外
園
の
オ
1
ソ
リ
チ

l
ス
の
受
資
よ
り
外
、
サ
ブ
ス
タ
ン
ジ
ア
ル
な
信
透
す
べ
き
議
論
は
無
い
と
考

へ
る
な
ど
は
、
惑
い
癖
で
せ
う
o
」
な
ど
は
、

警
句
と
い
え
よ
う
。
と
れ
だ
け

を
読
め
ば
反
論
の
余
地
は
な
い
。
正
論
で
は
あ
る
が
、
と
れ
を
『
如
是
文
郵
』

に
あ
て
は
め
る
と
、
額
く
と
と
が
で
き
な
く
な
る
。
い
く
ら
紙
幅
に
制
限
が
あ

論
(
「
東
京
日
日
新
聞
」
掲
載
)
か
ら
と
い
っ
て
、
乙
れ
程
、
使
用
し
た
語
義
、

る
展
開
を
顧
み
な
い
支
離
滅
裂
論
に
対
し
大
見
得
を
切
っ
た
も
の
で
あ
る
。

「
晦
溢
空
疎
」
「
哲
製
的
臨
語
」
と
言
わ
れ
で
も
致
し
か
た
な
い
、
文
芸
と
宗
教

と
を
合
致
さ
せ
よ
う
と
苦
心
し
た
論
で
は
あ
る
が
破
綻
だ
ら
け
で
あ
る
。
な

ぜ
、
こ
の
よ
う
な
無
理
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
注
③

明
治
鈎
年
代
の
日
本
思
想
界
に
つ
い
て
、
中
央
公
論
社
『
日
本
の
歴
史
』

辺

巻
に
、

「考
え
る
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
」
と
題
し
、
明
治
お
年
、
藤
村
操
の
自
殺
、

そ
れ
が
青
年
層
に
与
え
た
影
響
、
宗
教
運
動
の
活
発
化
な
ど
が
記
さ
れ
て
い

る
。
抱
月
帰
国
当
時
、
綱
島
梁
川
、
内
村
鑑
三
、
清
沢
満
之
ら
が
注
目
さ
れ
、

『
如
是
文
萎
』
で
引
用
さ
れ
て
い
る
梁
川
の
『
病
問
録
』
は
よ
く
読
ま
れ
た
書

物
で
あ
っ
た
。
詩
壇
で
は
、
蒲
原
有
明
の
『
春
烏
集
』
が
、
薄
田
泣
蓋
も
『
二

十
五
絃
』
を
、
翌
、
明
治
鈎
年
5
月
に
は
『
白
羊
宮
』
を
出
し
て
い
る
。
詩
壇

は
象
徴
主
義
の
時
代
と
い
え
る
。
前
評
判
は
高
か
っ
た
に
せ
よ
、
『
破
戒
』
は

ま
だ
上
梓
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
前
評
判
を
、
正
宗
白
鳥
の
『
自
然
主
義
盛
衰

史
』
で
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

注
①明
治
文
皐
史
上
番
期
的
の
大
作
「
破
戒
」
は
、

日
露
戦
宇
中
に
執
筆
さ

れ
、
戟
後
に
自
費
出
版
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
と
れ
ほ
ど
前
景
気
の
盛

ん
な
小
説
は
、
か
つ
て
な
か
っ
た
や
う
に
、
私
に
は
印
象
さ
れ
て
ゐ
る
。

「
若
菜
集
」
や
「
落
梅
集
」
の
作
者
た
る
詩
人
島
崎
藤
村
が
、
信
州
の
山

を
下
っ
て
東
京
の
郊
外
住
ひ
を
し
て
、
貧
之
生
活
を
し
な
が
ら
長
篇
小
説

を
書
い
て
ゐ
る
と
い
ふ
噂
に
、
首
時
の
青
年
文
撃
者
は
敬
意
を
も
っ
て
耳

を
傾
け
た
。
破
天
荒
の
作
品
が
出
現
し
そ
う
に
橡
想
さ
れ
た
。

乙
乙
で
気
を
つ
け
た
い
の
は
、
「
前
景
気
が
盛
ん
」
で
「
長
篇
小
説
を
書
い
て

ゐ
る
」「
破
天
荒
の
作
品
が
出
現
し
そ
う
に
稼
恕
さ
れ
た
」
と
い
う
所
で
あ
る
。

誰
れ
も
『
破
戒
』
の
こ
と
を
、
自
然
主
義
の
大
作
で
あ
る
、
と
は
言
っ
て
い
な

い
の
で
あ
る
。
『破
戒
』
は
、
明
治
鈎
年
3
月
に
出
版
さ
れ
る
ま
で
、
ど
の
よ

う
な
構
想
を
も
ち
、
ど
の
よ
う
な
文
体
で
書
か
れ
て
い
る
か
わ
か
っ
て
い
な
か

っ
た
。
わ
か
ら
な
い
が
前
評
判
は
高
か
っ
た
。
乙
れ
は
藤
村
が
す
で
に
、
創
作

新
体
詩
の
完
成
者
と
し
て
著
名
で
あ
っ
た
乙
と
に
よ
る
。
詩
人
と
し
て
高
く
評

価
さ
れ
て
い
た
藤
村
が
、
六
年
の
枕
黙
(
短
篇
小
説
は
発
表
し
て
い
た
が
)
を

破
り
、
今
度
は
小
説
で
何
か
し
ら
大
変
な
も
の
を
発
表
す
る
ら
し
い
・
・
・
。
そ

の
よ
う
な
と
ζ

ろ
で
あ
ろ
う
。

注
①田
山
花
袋
は
、
藤
村
の
新
作
の
狙
ひ
所
を
さ
ま
ん

k
に
臆
測
し
て
、
羨
望

に
堪
へ
ぬ
よ
う
な
口
吻
を
洩
ら
し
て
ゐ
た。

と
れ
か
ら
も
、
藤
村
の
新
作
(
破
戒
)
の
狙
い
所
が
、
同
じ
く
作
家
で
、
藤
村
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と
交
友
の
あ
っ
た
田
山
花
袋
に
さ
え
、
さ
ま
ざ
ま
と
臆
測
さ
せ
る
こ
と
し
か
許

さ
な
か
っ
た
と
と
が
わ
か
る
。
当
時
の
日
本
の
社
会
及
び
文
壇
の
情
勢
は
、
宗

教
的
、
象
徴
的
で
あ
っ
て
、
自
然
主
義
の
強
い
風
潮
は
ま
だ
無
か
っ
た
、
と
い

え
る。『
如
是
文
義
』
で
無
理
矢
理
文
芸
と
宗
教
と
を
合
致
さ
せ
よ
う
と
し
た
わ
け

を
、
筆
者
は
次
の
よ
う
に
考
え
る
。
抱
月
は
留
学
に
よ
っ
て
、
当
時
西
洋
文
壇

注
@

の
主
流
、
神
秘
主
義
、
象
徴
主
義
を
身
に
つ
け
た
。
抱
月
自
身
、

ロ
マ
ン
チ
ス

ト
で
、
感
情
か
ら
成
立
す
る
美
と
い
う
も
の
が
絶
対
で
あ
る
、
と
す
る
美
学
者

で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
抱
月
の
根
本
的
な
文
芸
観
は
、
神
秘
主
義
、
象
徴
主
義

の
ネ
オ

・ロ

マ
ン
チ
シ
ズ
ム
と
合
致
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
西
洋
の

文
芸
を
主
張
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
日
本
に
は
日
本
な
り
の
文
芸
が
あ
る
、
と
抱

月
が
考
え
て
い
た
こ
と
は
、
『
囚
は
れ
た
る
文
義
』
の
附
記
で
、
「
正
し
く
日
本

的
若
し
く
は
東
洋
的
文
惑
の
後
揮
」
と
述
べ
て
い
る
ζ

と
か
ら
も
わ
か
る。

神

秘
主
義
、
象
徴
主
義
を
背
負
い
帰
国
し
た
抱
月
は
、
宗
教
が
文
芸
に
接
近
し
て

い
る
日
本
の
事
情
に
即
し
『
如
是
文
審
』
を
書
き
、
抱
月
本
来
の
考
え
方
、
及

び
、
神
秘
主
義
、
象
徴
主
義
、
そ
こ
へ
宗
教
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
。
当
時
、
日
本

の
思
想
風
潮
で
あ
っ
た
宗
教
を
、
西
洋
文
壇
主
流
の
神
秘
主
義
、
象
徴
主
義
に

折
衷
さ
せ
、
宗
教
的
文
芸
を
唱
え
る
。
抱
月
の
、
美
は
感
情
よ
り
成
り
立
つ
、

と
い
う
文
芸
観
と
、
西
洋
文
壇
の
主
流
を
占
め
る
主
義
と
、
日
本
の
事
情
と
を

合
致
さ
せ
、
「
正
し
く
日
本
的
若
し
く
は
東
洋
的
文
義
の
稜
揮
」
と
し
て
、
宗

教
的
文
芸
を
正
当
づ
け
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
宗
教
が
う
ま
く
折
衷
で
き
な

か
っ
た
た
め
、
支
離
滅
裂
な
論
と
な
っ
た
。
抱
月
の
主
張
す
る
宗
教
的
文
芸
と

は
、
俄
づ
く
り
の
日
本
的
文
芸
論
で
し
か
な
か
っ
た
。
そ
の
論
拠
は
以
下
で
あ

る
。
抱
月
は
自
然
主
義
を
理
論
づ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
後
も
、
神
、
秘
主
義
、
象

徴
主
義
は
意
識
し
て
い
た
が
、
宗
教
的
文
芸
と
い
う
の
は
、
あ
る
時
点
(
『
個

人
の
寂
案
、
勝
利
の
悲
哀
』
明
治
必
年
2
月
)
か
ら
消
え
て
し
ま
う
。
自
然
主

義
時
代
到
来
と
感
じ
と
る
や
、
無
理
な
折
衷
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
た
宗
教

的
文
芸
を
切
り
捨
て
た
の
で
あ
る
。
宗
教
的
風
潮
も
、
特
に
文
壇
で
は
自
然
主

義
の
た
め
下
火
と
な

っ
た
。

帰
国
に
際
し
、
日
本
と
の
接
点
で
あ
る
宗
教
を
、

文
芸
と
接
合
し
て
出
来
た
宗
教
的
文
芸
は
、
抱
え
る
矛
盾
が
多
い
だ
け
消
え
る

の
も
早
か
っ
た
、
と
い
え
る
。

『
如
是
文
筆
」
の
要
約
は
、
川
副
国
基
氏
、
吉
田
精
一
氏
に
よ

っ
て
、
そ
れ

注
⑤

ぞ
れ
ス
マ
ー
ト
に
な
さ
れ
て
い
る
。
川
副
氏
の
、「
要
す
る
に
そ
れ
は
文
義
紹

割
論
で
あ
る
。
」
と
い
う
の
も
、
吉
田
氏
の
要
約
及
び

注
②抱
月
の
論
は
、
梁
川
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
と
の
時
代
の
神
秘
主
義
、
芸

術
と
宗
教
の
接
近
に
示
唆
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
も
あ
る
が
、
ま
た
滞
欧
中
に

得
た
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
の
新
思
潮
に
、
文
芸
の
本
質
観
を
合
わ
せ
よ
う
と
し

た
こ
と
ろ
み
で
あ
っ
た
。

と
い
う
説
も
、
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
あ
ま
り
都
合
よ
く
結
論
づ
け
ら

れ
て
い
る
の
が
気
に
な
る
。

以
上
で
『
如
是
文
義
』
の
検
討
を
終
え
る
。
『
如
是
文
審
』
は
理
論
で
あ
る

が
、
理
論
た
り
え
て
い
な
い
。
抱
月
の
論
理
性
に
は
、
首
を
ひ
ね
ら
ず
に
は
い

ら
れ
な
い
。
『
囚
は
れ
た
る
文
義
』
を
支
え
る
理
論
そ
の
も
の
は
脆
い
も
の
で

あ
る
。
晦
渋
難
解
な
、
い
か
に
も
深
遠
な
論
の
よ
う
で
あ
る
が
、

実
質
何
も
い

い
得
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
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注
記

①
『
自
然
主
義
盛
衰
史
』
正
宗
白
鳥

s
m
創
元
社

②
吉
田
精
一
著
作
集
V
7

『
自
然
主
義
研
究
抱
月
泡
鳴
』

s日
桜

楓

社

『
日
本
の
歴
史
』

v
n

中
公
文
庫

「
学
苑
」
制
号

基『
島
村
抱
月
』

③ 

大
日
本
帝
国
の
試
煉

隅
谷
三
喜
男

④ 

「
島
村
抱
月
ー
そ
の
浪
漫
性
に
つ
い
て

l
」

川
副
国
益

S 
28 

早
稲
田
大
学
出
版
部

⑤ 

吉
田
精
一

S 
54 

川
副
国
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